
獣医学共同・連携教育の推進と教育の質
保証システムの在り方について 
 

口蹄疫等家畜伝染病に対応した獣医師育成環境の整
備事業 

（分野1）産業動物診療分野における全国的臨床実
習システムの構築 

 
4）鹿児島大学における産業動物臨床実習の概要 

鹿児島大学農学部獣医学科 臨床獣医学講座 

窪田 力 

第5回獣医学教育改革ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 



鹿児島大学農学部獣医学科 

 

  基礎獣医学講座     解剖学分野 

                 生理学分野 

                 薬理学分野  

 

  病態予防獣医学講座 病理学分野 

                 微生物学分野 

                 公衆衛生学分野 

                 寄生虫学分野 

                 動物衛生学分野 

 

  臨床獣医学講座    臨床病理学分野 

                 外科学分野 

                 内科学分野 

                 画像診断学分野 

                 獣医繁殖学分野 

                 産業動物獣医学分野 

 

  先端獣医学講座    新興感染症学分野 

                 分子病態学分野 

                 代謝内分泌学分野 

 

  附属動物病院（KUVTH) 

 

  農学部附属越境性動物疾病制御研究センター（TAD) 

教員 

  専任教員 ： 31名 （33名） 
  特任教員 ：  2名（動物病院） 
  研修医   ：  2名（動物病院） 
 

学生（学部生） 
  各学年定員 ： 30名 （30名×6年＝180名） 

（1名） 
 

 

（2名） 
（2名） 
 

 

 

（2名） 

産業動物臨床教育 ： 7名 

  ・馬     2名 

  ・牛・山羊  3名 

  ・豚      2名 

✔ 

 

 

✔ 

✔ 

 

 

 

✔ 



獣医学科は、鹿児島市街地の中心にあるため、産業動物（牛、馬、豚）を
日常的に飼養管理することが難しくなっている 
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1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 

（共通教育） 

（専門教育） 

・基礎獣医学科目 

・応用獣医学科目 

・臨床獣医学科目 

・内科学・臨床病理学 

    ・外科学・繁殖学 

          ・代謝内分泌学 

                ・産業動物獣医学・画像診断学 
 

                       ・大動物臨床実習（Nosai実習） 
                             ・総合臨床実習Ⅰ 
 

                       ・大動物特別実習 

必修科目 
（産動系含） 

選択科目 
（産動系） 

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 

（共通教育科目） 
（専門・斉一教育科目） 

・基礎獣医学科目 
・応用獣医学科目 

・臨床獣医学科目 

・導入科目 
（専門・専修教育科目） 

現行の教育カリキュラム（概要） （平成17年～28年） 

共同獣医学部の教育カリキュラム（概要） （平成24年～） 



現行カリキュラムにおける産業動物臨床教育 

産業動物臨床科目（ポリクリ）として以下の3科目設定 

 

  ・大動物臨床実習 （必修） 1単位 6年生前期 

  ・総合臨床実習Ⅰ （必修） 1単位 6年生前期 

  ・大動物特別実習 （選択） 1単位 6年生前期（～後期） 

・大動物臨床実習  ・・・・・・ 鹿児島県内のNOSAIに出向いて、一次診療と畜産状況を体験する 

 

・総合臨床実習Ⅰ  ・・・・・・ 附属動物病院の教員による診療（二次診療と高度獣医療）を体験する 

 

・大動物特別実習  ・・・・・・ 第一、三火曜日：酪農家の繁殖検診、第二、四火曜日：県立農大の検診 

                   と繁殖検診（Advance) 

 



・大動物臨床実習  ・・・・・・ 鹿児島県内のNOSAIに出向いて、一次診療と畜産状況を体験する 

・4月中旬に、月曜～金曜の4泊5日で、県内NOSAIにおける牛の診療体験 



・総合臨床実習Ⅰ  ・・・・・・ 附属動物病院の教員による診療（二次診療と高度獣医療）を体験する 

下記ア～オの中から4回参加する。 
  ア：臨床検診実習・・・・酪農家で繁殖検診・農大で診療：毎週火曜日（終日） 
  イ：採胚診療（動物病院診療）・・・・農家で採胚技術：2週間前までに診療予定決定（終日） 
  ウ：動物病院での診療（牛、馬）・・・・外科手術が主 
  エ：入院患畜（牛、馬）の管理、治療：1週間を1回にカウント（朝夕の入院管理と加療） 
  オ：その他・・・馬、牛、豚の野外診療 ・・・・随時 

馬の開腹手術 子牛の開腹手術 

野外における 

受精卵回収 



・大動物特別実習  ・・・・・・ 教員帯同で、第一、三火曜日：酪農家の繁殖検診、 

                                第二、四火曜日：県立農大の臨床検診 



現行カリキュラムで産業動物臨床教育（ポリクリ）の問題点 

・ 履修時期  ： 3科目とも6年生での履修 （遅い） 
 

・ 指導教員  ： 教員3名で対応 （診療業務の負担） 
            NOSAI獣医師の非常勤講師対応 （資格審査無し） 
 

・ 学生の参加 ： 参加させてよいか（ライセンス無し） 
 

・ 専門性    ： ラボ（分野）所属学生のみ （30名÷15ラボ＝2人）  

共同学部カリキュラム 

・ 履修時期  ： 5年生前期（夏休み）から履修 

 

・ 指導教員  ： 教員7名で対応 

            NOSAI獣医師の資格審査を実施（臨床経験5年以上） 
 

・ 学生の参加 ： 共用試験の付加 

            「生産獣医療の臨床実習における獣医学生に 

            許容される診療行為の水準分類」の設定 

 

・ 専門性    ： 4つの専修コースによる履修（30名÷4コース＝7～8名） 
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共同獣医学部 教育課程の設定とその理由 

１年次 ２～６年次 専門教育（斉一教育＋専修教育：153単位） 共通教育 
（38単位） 

養成する人材像 
 
１．豊かな人間性と正し
い倫理観を持ち，行動規
範に従い獣医師の職務を
遂行し，国際社会に貢献
できる。 
 
２.獣医学を基礎とした動
物生命科学研究を実践す
るための探究心と問題解
決能力を備えている。 
 
３.動物感染症とその脅威
を理解し，制圧のための
基礎知識と技術を習得し
ている。 
 
４.高度な動物医療を適切
に実践する知識と技術を
習得している。 
 
５.畜産資源の安定供給と
安全性確保に関する基礎
知識と技術を習得してい
る。 

基
礎
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系
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動物生命科学専修科目 

伴侶動物臨床獣医学 
専修科目 

病態制御学専修科目 

産業動物臨床獣医学 
専修科目 

３
９

 

幅広い教養と高い人間性・倫理観の涵養（学士教育） 

専門教育課
程の準備 

スペシャリストの養成 
 

斉一教育：10７科目 専修教育：１4科目 

導入教育
科目 

導入教
育科目 

導入教育
科目 



共同学部カリキュラムにおける臨床教育（平成27年～） 

・現行カリキュラム 

 

  ・内科学・実習 

  ・外科学・実習 

  ・繁殖学・実習 

  ・代謝内分泌学・実習 

  ・臨床病理学・実習 

  ・画像診断学・実習 

  ・産業動物獣医学・実習 

 

 

 

 

 

  ポリクリ 

  ・小動物臨床実習（必修） 
  ・総合臨床実習Ⅱ（必修） 
  ・大動物臨床実習（必修） 
  ・総合臨床実習Ⅰ（必修） 
  ・小動物特別実習（選択） 
  ・大動物特別実習（選択） 

・共同学部カリキュラム 

  総合 

  ・臨床獣医学総論・実習    ・獣医臨床栄養学 

  ・獣医放射線学          ・画像診断学 

  ・臨床病理学           ・獣医麻酔学・実習   

  ・獣医手術学・実習       ・獣医画像診断学 

  ・獣医繁殖学・実習 

 

  各論 

  （伴侶動物）              （産業動物） 
  ・皮膚病学  ・消化器病学     ・牛診療学 

  ・泌尿器病学  ・運動器病学   ・馬診療学 

  ・腎・泌尿器病学  ・腫瘍学    ・豚診療学 

  ・臨床感染症学 ・・・・・・・・     ・獣医予防管理学 

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
  ・伴侶動物診断治療学実習     ・産業動物診断治療学実習 

 

 

 

  ポリクリ 

  ・総合臨床実習（必修）       ・診断治療学実習Ⅱ（必修） 
                        ・総合臨床実習(必修） 
  ・伴侶動物臨床専修（選択）    ・産業動物臨床専修 （選択） 

（44単位） 



５
２

 

履修モデル（鹿児島大学で産業動物臨床獣医学専修を履修する学生の場合 

【養成する人材像】　牛，馬，豚等の産業動物を対象とした獣医療に従事する獣医師の養成を目指す。畜産資源の安定供給と安全性確保に関する基礎知識と技術を習得する。

後期 後期 後期 後期 後期 後期

4 4

東アジア社会史 2
ウオッチング現代政

治
2

国際経済学入門 2 生命科学 2

地域環境エネル
ギー論

2 ボランティア論 2

宇宙科学 2 スポーツ運動実習 1

生命倫理学 1 運動健康科学 1

コミュニケーション
論

1 生物統計学 2

情報リテラシー演習 1 分子生物学 2

情報セキュリ
ティー・モラル

1 生物学実験 2

基礎化学 2

基礎生物学 2

獣医学概論Ａ 1 獣医解剖学A 1 獣医解剖学C 1 獣医発生学 2
獣医キャリア形成

論
2 毒性学Ａ 1 動物感染症学Ａ 2 獣医倫理学 1 獣医法規 2

獣医学概論Ｂ 1 獣医解剖学B 1 獣医解剖学Ｄ 1 獣医薬理学A 1 獣医薬理学C 1 毒性学Ｂ 1 食品衛生学 2 家禽疾病学 2
産業動物総合臨床実

習
1

獣医組織学A 1 獣医組織学C 1 獣医薬理学B 1 獣医薬理学D 1 動物衛生学 2 獣医疫学 1 動物感染症学Ｂ 2
伴侶動物総合臨床実

習
2

獣医組織学B 1 獣医組織学D 1 実験動物学A 1 獣医薬理学実習 1 獣医公衆衛生学 1
獣医公衆衛生学実

習Ⅰ
1

獣医公衆衛生学実
習Ⅱ

1

獣医生理学Ａ 2 獣医生理学Ｂ 2 実験動物学B 1 獣医微生物学ⅡＢ 2 環境衛生学 2 獣医繁殖学 2
動物感染症総合実

習
1

生化学Ⅰ 2 生化学Ⅱ 2 実験動物学実習 1 獣医病理学Ｃ 2
人獣共通感染症学

Ⅰ
1 獣医皮膚病学 1

獣医神経・感覚器
病学

2

獣医解剖学実習A 1 動物遺伝学 2 獣医微生物学ⅡＡ 2 獣医病理学Ｄ 2
人獣共通感染症学

Ⅱ
1

獣医内分泌・代謝
病学

1 臨床動物行動学 1

獣医組織学実習A 1 動物行動学 2 獣医病理学Ａ 2 寄生虫学Ⅱ 2 獣医病理学実習Ⅱ 1 獣医消化器病学A 1 獣医血液病学 1

獣医臨床栄養学 1 免疫学Ⅰ 1 獣医病理学Ｂ 2
獣医微生物学実習

B
1 毒性学実習 1 獣医消化器病学B 1 獣医運動器病学 1

免疫学Ⅱ 1 寄生虫学Ⅰ 2 獣医病理学実習Ⅰ 1 動物衛生学実習 1
産業動物診断治療

学実習Ⅰ
1 獣医臨床腫瘍学 1

獣医解剖学実習B 1
獣医微生物学実習

A
1 寄生虫学実習 1 魚病学 2 獣医腎泌尿器病学 1 野生動物医学 1

獣医組織学実習B 1 臨床獣医学総論 1 獣医麻酔学 1 獣医臨床感染症学 1 牛診療学Ⅱ 1

獣医生理学実習 1 獣医放射線学 1 獣医手術学 1 牛診療学Ⅰ 1 牛診療学Ⅲ 1

生化学実習 1 獣医画像診断学Ⅰ 1 獣医予防管理学 2 馬診療学 1

獣医微生物学Ⅰ 2 獣医画像診断学Ⅱ 1
伴侶動物診断治療学

実習Ａ
1 豚診療学 1

獣医臨床病理学Ⅰ 1
伴侶動物麻酔・手術

学実習　I
1

伴侶動物麻酔・手術
学実習　II

1

獣医臨床病理学Ⅱ 1 獣医繁殖学実習 1

獣医呼吸器・循環
器病学

2
産業動物診断治療学

実習Ⅱ
1

獣医臨床基礎実習 1
伴侶動物診断治療

学実習Ｂ
1

4
産業動物臨床
獣医学特別実験

2
産業動物臨床

獣医学特別講義B
1

病態制御学
特別講義B

1
産業動物臨床

獣医学特別講義A
1 16

伴侶動物臨床
獣医学特別講義B

1

6

38

137

16

191
合計 36 35 34 43 31 12

22 9 3 916 18 23 20小計 18 18 11 24

22 5

専修教育科目 94 3

16 18 23 20斉一教育科目 2 11 20

専
修
教
育
科
目

専　攻　演　習

卒　業　論　文

共通教育科目 16 18 4

38

斉
一
教
育
科
目

137

共
通
教
育
課
程

共
通
教
育
科
目

英語Ⅱ

専
門
教
育
課
程

英語Ⅰ

５年次 ６年次

前期 前期 前期 前期 前期 前期
科目区分

１年次 ２年次 ３年次 ４年次



生産獣医療の臨床実習において獣医学生に許容される診療行為の水準分類

行為

1 問診（稟告の聴取） 1 診察のために必要な鎮静・麻酔等の補助

2 全身の視診、触診、打診、聴診 2

3

生体へ影響がほとんどないと考えられる簡単な
補助器具を用いる全身の診察
（体温計、開口器、聴診器、打腱器、反射鏡、耳
鏡、検眼鏡、膣鏡など）

3

4 4

5 5

6 各種検査（血液検査、糞便検査等） 6 検査のために必要な鎮静・麻酔等の補助

7 7

8 （生理学的検査） 8

9 心電図、心音図、心機図 9 筋電図

10 脳波 10

11 聴力、平衡、視力 11

12 歩様、関節可動域検査 12

13 13

14 （消化管検査） 14

15 直腸鏡による直腸内の検査 15 胃カテーテル挿入（胃液等の採取）

16 直腸検査による直腸内の検査 16 内視鏡検査の補助

17 17

18 （画像診断） 18

19 超音波検査（経体表） 19 超音波検査（経直腸・経膣）

20 単純エックス線撮影の補助 20 透視の補助

21 CT撮影の補助 21 （RIを除く）造影剤を用いた検査の補助

22 MRI撮影の補助 22

23 23

24 （検体採取） 24

25 毛細血管、末梢静脈からの血液採取 25 末梢動脈からの血液採取

26 分泌液、排液、鼻汁等、体表からの液採取 26 圧迫排尿、カテーテル導尿による尿の採取

27 直腸便、乳汁の採取 27 第一胃液採取

28 28

29 （掻爬、穿刺、生検） 29

30 皮膚、腫瘤表面の掻爬 30 針吸引（膿胞、膿瘍等（体表））

31 膣内容、子宮頸管粘液の採取 31

32 32

33 （繁殖学的検査） 33

34 直腸検査（牛） 34 直腸検査（馬、豚）

35 膣内の検査 35 頸管にまたは子宮内へ器具を挿入する検査

36 36 妊娠診断の補助

37 37

38 （特殊検査） 38

39 診療における非侵襲性検査 39

40 40

41 41

2 検査 左記以外のもの（指導教員実施）

鹿大農附属動物病院における生産獣医療（牛、馬、豚、山羊）における獣医学部生に許容される診療行為の水準

水準１ 水準２ 水準３

1 診察 左記以外のもの（指導教員実施）

42 投与薬物の準備（シリンジ吸引等） 42 治療に必要な鎮静・麻酔の補助

43 43

44 （看護的処置） 44

45 体位交換、運動、散歩など 45

46 保定 46

47 47

48 （処置） 48

49 皮膚消毒、包帯交換 49 創傷処置（簡単なもの）

50 外用薬塗布、貼布 50 浣腸

51 耳道の洗浄 51 除角

52 52 胃カテーテル挿入（投薬のため）

53 53 ギプス装着（巻）

54 54 乳房内薬物注入

55 55

56 （投与） 56

57 経口投与（胃カテーテルを除く） 57 静脈注射

58 皮内・皮下・筋肉内注射 58

59 59

60 （外科的処置） 60

61 抜糸、止血 61 皮下の膿瘍切開、排膿、ドレイン処置

62 手術の助手 62 皮膚の縫合

63 麻酔のモニタリング 63

64 64

65 65

66 （繁殖的処置） 66

67 分娩介助の補助 67
頸管にまたは子宮内へ器具を挿入（人工授精
等）

68 68

69 69

70 バイタルチェック 70

71
（気管内挿管・気道切開を除く）気道確保、人工
呼吸、酸素投与

71 気管内挿管

72 72 心マッサージ

73 73 電気的除細動処置

74 74

75 75

76 カルテ記載の補助（測定結果、処置等の記載） 76 カルテ記載（指導獣医師の確認とサイン）

77 77

78 78

79 79

5 その他

3 治療

左記以外のもの（指導教員実施）

左記以外のもの（指導教員実施）

左記以外のもの（指導教員実施）

4 救急

鹿児島大学獣医学部における生産獣医療の臨床実習における獣医学生に許容される診療行為
の水準分類 

水準1： 指導教員の指導・監督の下に実施が許容されるもの 

水準2： 指導教員の指導・監視の下に実施が許容されるもの 

水準3： 原則として指導教員の実施の見学にとどめるもの 



共同学部カリキュラムにおける産業動物臨床教育（平成28年～） 

産業動物臨床科目（ポリクリ）として以下の2科目と専修教育コースを設定 

 

  ・産業動物診断治療学実習Ⅱ （必修） 1単位 5年生前期（夏季） 
  ・産業動物総合臨床実習    （必修） 1単位 5年生後期 

  ・産業動物専修コース（講義、演習、実習、卒論）  （専修選択） 4年生～6年生） 

・産業動物診断治療学実習Ⅱ・・・・・・ 生体（馬、牛、豚）を用いて、取扱、診察法、診断、外科処置 

                             を体験 （鹿大、山大集中） 
 

・産業動物総合臨床実習・・・・・・ 鹿児島県内のNOSAIに出向いて、一次診療と畜産状況を体験 

 

 

・産業動物専修コース・・・・・・ 講義、演習、実習、卒論 

 

                          ・動物生命科学専修 

                          ・病態制御学専修 

                          ・伴侶動物臨床獣医学専修 

                          ・産業動物臨床獣医学専修 

 



・産業動物診断治療学実習Ⅱ（1単位） ： 開講期5年生前期（夏期集中） 

※20名一班（鹿大10名・山大10名）： 馬編 → 牛編 → 豚編 

 

※各動物献体を使用して、扱い方・鎮静・麻酔法・診察法・外科手術等を行う 

馬取扱い              牛取扱い         子牛触診等 

馬麻酔・手術          豚取扱い         牛・豚麻酔・手術 



・総合臨床実習（1単位） ： 開講期5年生後期 

※ 附属牧場・現地NOSAI（山大）、現地NOSAI（鹿大）で行われる一次診療を体験 



・産業動物専修コース（講義、演習、実習、卒論）  （専修選択） 4年生～6年生） 

教員による馬、牛、豚、山羊における診療・検診を帯同で体験する 
  ア：臨床検診（定期） ・・・・ 毎週火曜日：酪農家での繁殖検診、農大での定期健診 
  イ：採胚診療 ・・・・ 150頭/年 
  ウ：馬、牛、山羊の来院診療 ・・・・ 外科手術が主 
  エ：入院患畜（牛、馬、山羊、豚）の管理 ・・・・・ 入院管理と加療 
  オ：馬、牛、豚の野外診療 ・・・・ 随時 



産業動物臨床教育施設・設備 

軽種馬診療センター 

馬手術室・手術台 

クリーンルーム(手術室） 



産業動物臨床教育施設・設備 

牛・山羊等臨床室（動物病院内） 

診療スペース 
手術室 

子牛手術台 



産業動物臨床教育施設・設備 

回転式枠場 移動式枠場 



産業動物入院舎 

産業動物臨床教育施設・設備 



血液一般・生化学 各種ホルモン 

内視鏡 

ヘリカルCT 

MRI 

産業動物臨床教育施設・設備 

http://www.kuvth.com/img/ketueki_big.jpg
http://www.kuvth.com/img/naisi_big.jpg
http://www.kuvth.com/img/ct_big.jpg
http://www.kuvth.com/img/mri_big.jpg


産業動物臨床教育施設・設備 
デジタルレントゲン装置 

携帯型ポータブルエコー（×5台） 

胚・細胞 培養処理 

ドップラーエコー 

http://www.kuvth.com/img/ransi_big.jpg
http://www.kuvth.com/img/onpa_big.jpg


産業動物臨床教育施設・設備 

産業動物診療車 

「口蹄疫等家畜伝染病に対応した獣医師育成環境の整備」  



産業動物臨床教育施設・設備 

家畜運搬車 

「口蹄疫等家畜伝染病に対応した獣医師育成環境の整備」  



産業動物臨床教育施設・設備 

附属入来牧場 

分娩実習（自然・誘発・帝王切開） 



鹿児島大学 

附属入来牧場 

鹿児島県畜産試験場 

鹿児島県肉用牛改良研究所 

NOSAI肝属 

NOSAI曽於 

NOSAI中部 

NOSAI北薩 

NOSAI南薩 

平川動物公園 

鹿児島県農業大学校 

屋久島町 

NOSAIみなみ 

産業動物臨床教育に関わる協力機関 

日本軽種馬協会九州種馬場 

ポリクリ（一次診療）実習 

ポリクリ（一次診療）実習 

ポリクリ（一次診療）実習 

ポリクリ（一次診療）実習 

ポリクリ（一次診療）実習 

繁殖学実習 

繁殖学実習 

繁殖学実習 

繁殖学実習 

繁殖学実習 

産業動物獣医学実習 

産業動物獣医学実習 

ポリクリ（二次診療）実習 

ポリクリ（二次診療）実習 

大動物特別実習 

大動物特別実習 

大動物特別実習 



参加型臨床実習 

・ 教育教員  ・・・・・・・ 教員の専門、人数 

                 

                非常勤講師の資格（審査） 
 

・ 施設・設備 ・・・・・・・ 附属動物病院施設・設備の充実 

                高度（二次）診療設備 

 

                実習動物（フィールド）の不足（献体・症例） 
 

・ 教育費（実習費） ・・・・・・・ 不足 

 

・ 協力機関(所属） ・・・・・・・ 産業動物 ： NOSAI、公的機関 

 

                    参加型臨床実習への理解 

                    畜主の同意 

 

・ 学生 ・・・・・・・・・・・・・ 共用試験による評価制度 

 

・ カリキュラム ・・・・・・・・ コアカリキュラムと専修教育。 移行期間 


